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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：環境学・環境動態解析 
キーワード：気候変動，地球温暖化，アジアモンスーン，古気候，古海洋，偏西風 
 
１．研究計画の概要 

本研究では，東アジア縁辺海，北太平洋
において南北トランセクトで採取されたコア
を用いて，コアに含まれる風成塵の供給源と
粒径およびそれらの空間分布を検証し，また
その時系列変化を復元することで，過去の温
暖期における偏西風主軸の変動を調べる。本
研究で用いるピストンコア試料は，日本海で
採取されたコア試料（MD01-2407, KR07-12 P
C-5/8 etc），北太平洋の南北トランセクトで
採取されたコア試料（MR00K05 PL-1, PL-2, 
MR01K02 PL-1, MR02K03 PL-1, PL-3 etc）で
ある。 
具体的な研究計画を以下に示す。 
(1) 間氷期（MIS 1, 5, 11）における偏西風 
変動の復元 
日本海の堆積物に含まれるシルトサイズ（>4
µm）の陸源砕屑物は，そのほとんどが風成塵
によって構成されていることが過去の研究で
明らかになっている（Nagashima et al., 20
07）。そこでMIS 1, 5, 11に相当するシルト
サイズの陸源砕屑物について粒度分析を行う。
更にシルトサイズの石英について，電子スピ
ン共鳴（ESR）の測定および結晶化度の測定（X
RD分析を用いる）を行い，中国の砂漠の値（S
un et al., 2007）と比較して風成塵の供給源
を推定する。風成塵の粒径や供給源が南北で
どのように変わるのかを調べ，偏西風の主軸
の位置を推定する。北太平洋のコアについて
も，風成塵が卓越する粒子サイズを調べた後，
同様のプロセスから，偏西風の主軸の位置を
復元する。 
(2)間氷期における東アジアの気候安定性/不
安定性の検証 
偏西風の主軸の位置とアジア夏季モンスーン
の降雨帯とは密接な関係がある。そこで，過
去の間氷期における偏西風主軸の位置とその
変動を基に，偏西風・アジアモンスーンで特

徴づけられる東アジアの気候安定性について
議論する。 
 
２．研究の進捗状況 

現在までに，太平洋で採取されたコアの
コアトップ試料の分析と，日本海の中部およ
び南西部から採取されたコアの MIS １，5に
相当する試料について，粒度分析および供給
源を推定するための ESR・XRD分析を行った。 
以下にこれまでの成果を示す。 
(1)MIS 1（後氷期）における偏西風の変動 
日本海南北トランセクトコアに含まれる石
英について，ESR・XRD 分析を行った結果，風
成塵の主な供給源が最終氷期から後氷期に
かけて，モンゴル南部のゴビ砂漠からタクラ
マカン砂漠へと移行したことが示された。次
に，南北トランセクトコアでの風成塵供給源
の違いを基に，偏西風主軸の動きを詳しく検
証したところ，約 2万 5千年前から 1万年前
にかけて偏西風軸が北上し，更に後氷期にお
いて，およそ 2千年の周期で偏西風軸が南北
にシフトしていた可能性が示された。太平洋
のコア試料の分析結果からは，時代変化は明
らかにならなかったが，後氷期において偏西
風が北太平洋の中緯度以北まで北上してい
たことを示し，日本海の結果と整合的であっ
た。 
(2) MIS5 における偏西風の変動 
ESR・XRD 分析を行った結果，MIS 5 における
風成塵の供給源は，タクラマカン砂漠とゴビ
砂漠の間でその寄与率が数千年毎に変動す
ることが示された。この結果は，過去の温暖
期である MIS 5 においても，偏西風ジェット
の軸が南北にシフトしたことを示唆する。こ
れまでの研究で明らかになった，後氷期に繰
り返した偏西風ジェットの南北シフトと同
様の規模の変動が，MIS 5 にも起こっていた
可能性が高い。これらの結果は，偏西風・ア
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ジアモンスーンに代表される東アジアの大
気循環，特に子午面循環が千年スケールで変
動していることを示唆している。 
 
３．現在までの達成度 
評価② 
現在までの研究で，MIS 1, 5 における偏西風
の挙動がほぼ明らかになり，順調に進展して
いる。堆積速度が遅く，また火山起源の石英
の寄与が大きい，北太平洋のコア試料につい
ては，MIS 5, 11 に相当する十分な量の試料
が得られない場合が多く，今後新たな試料の
リクエストもしくは少量で可能な分析方法
の開発等を行う必要がある。 
 
４．今後の研究の推進方策 

本年度は，当該科研費の最終年度にあたるた

め，研究の総括と論文の執筆を中心に行う。 

以下に具体的な内容を記す。 

(1) MIS 11 試料の ESR・XRD 分析・粒度分析  

分析が終わっていない MIS 11 に相当する日

本海（北太平洋）試料について，風成塵の粒

径や供給源の推定を行う。得られた石英の

ESR 信号および結晶化度を東アジア乾燥域に

おける表層試料の値と比較し，風成塵の供給

源を特定する。風成塵の供給源および日本

海・太平洋における緯度変化から，現在より

も更に温暖であった可能性が指摘されてい

る MIS 11 における偏西風・アジアモンスー

ン変動を検証する。 

(2) 論文執筆  

これまでに得られた風成塵の粒径や供給源

の変動からは，MIS 1, 5e において，何度か

偏西風主軸が南北にシフトしたことが明ら

かになった。本年度は，より古い時代の温暖

期である MIS11 の結果を加え，温暖期におけ

る偏西風主軸の位置や安定性，そして偏西風

と連動するアジアモンスーンの挙動を総合

的に検討し，温暖期における東アジアの大気

循環変動の安定性/不安定性について論文に

まとめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔その他〕 
研 究 成 果 デ ー タ ベ ー ス （ URL ：

http://www.jamstec.go.jp/seika/jdb/inde
x.do）にて成果を公開. 


